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№ 118 

【様式２】 

エントリー学校名： 
滋賀県 高島市立安曇川中学校 

活動名：  
一点突破 web アンケート 
調査の効率化と業務改善の推進 

解決すべき課題：  

・必要性や重要性を理解しつつも、教職員が「ムリ・ムダ・ムラ」を感じる業務や単純労働が発生しやすい。近年
増え続ける調査やアンケートに関する業務に職員の疲労感や徒労感が高まっている。 
・経済基盤が弱い自治体の公立中学校における効果的な業務改善の手法を探る。 
目標・方針：  
・タブレット端末と各種アプリの導入による授業改善と業務改善を図る。 
・web アンケート導入により、調査・アンケートのとりまとめや集計にかかる作業時間と作業手間を削減する。 
・各教科の学習活動やいじめ防止対策アンケートなどへの応用をすすめ、授業改善や生徒指導を推進する。 
・市域全体での効果的な波及を図り、市内小中学校や他業務での活用を推進する。 
活動内容：  

①学校評価アンケート（教師、生徒、保護者向け）にWeb アンケートアプリ（MS・Forms）を導入する。 
②いじめ防止対策アンケート（生徒向け、保護者向け）にWeb アンケートを活用する。 
③校内職員研修で、教科の学習や意識調査にWeb アンケートを活用する手法を共有し、応用を進める。 
④市教育委員会が実施する調査に、Web アンケート導入を要望する。 
⑤市内小中学校教頭研修会において、Web アンケートの導入に関する研修を推進する。 

活動の成果：  
①Web アンケート導入により、教職員の疲労感や徒労感が軽減でき、業務へのモチベーションが上がった。 
②教職員が本来の業務に向き合う時間と心の余裕をもち、モチベーションを持続できた。 
③教職員と生徒が授業の取組を客観視できる機会が増え、主体的な学びの場づくりの契機となった。 
④アンケート調査の手順や効率的な分析手法が共有できたことにより、若手教員の授業研究に対する意欲が
高まった。また、コロナ対応として、家庭でのオンライン学習やWeb環境の調査など、迅速に実施できた。 
⑤今年度末までにタブレット端末が１人１台配備予定となり、本校の教職員は心待ちにしている。 

アピールポイント（アイディアや工夫）：  
①授業改善に向けた iPad整備に関連付けて、業務改善につながるWeb アンケートの手法を探った。 
②市教育委員会により市内の教職員にマイクロソフトアカウントが設定され、Formsが活用できるようになった。 
③各種調査やアンケートなどをweb で実施したことにより、教職員の単純労働の時間が削減できた。 
④市教育委員会指導主事や市内小中学校教頭とWeb アンケートの有効性や手法を共有した。 
⑤モデルケースを周囲に紹介、啓発していくことで、学校内、学校間、市教委、それぞれの職域で Web アンケ
ートの手法や活用法が認知された。市教育委員会や他の学校でも、Web アンケートが活用され始めた。 
⑥生徒が授業で web アンケートや web テストを作ることも想定し、授業改善のための研究を進めている。 
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